
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 荒谷小だより  No.８ 天童市立荒谷小学校 
天童市大字荒谷７８５７番地 

校 長  菊地  
令和７年７月１１日（金） 

荒谷小学校では、全ての教育活動を「自ら・共に・しな
やかに」の資質・能力育成につなげています。 

  

 

 

 

  

自ら・共に・しなやかに 

 

自ら 
主体的に学ぶ力をつける 

そのために、教科の本質

を大切にした授業に心

がけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に 

仲間と共に伸びる 

そのために、みんなで

学ぶ機会を創ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しなやかに 

荒谷魂を育てる 

本物の体験を十分に

味わわせていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前野ウルド浩太郎氏はご存じですか？ 

→「夢自学」で追いつけ、追い越せ 
 秋田市の生まれです。職業は昆虫学者で「バッタ博士」です。アフリカで集団発生するサバ

クトビバッタ研究の第一人者で、著書が多数ありますのでご存じの方もいらっしゃるのではな

いでしょうか。前野氏の「アフリカでバッタと闘う ～夢を貫き、己を磨く～」というタイト

ルの講演を拝聴する機会がありました。本校での取り組みと重なるところがありましたのでご

紹介したいと思います。 

 前野氏が昆虫学者になろうと最初に思ったのが、小学生の時に「ファーブル昆虫記」を読ん

だからです。本が生き方の指針になることはよくあります。本校でも読書の推奨をしています

ので、まさにこれをねらっています。大学に進み、大学院でも研究を続けるのですが、日本で

はバッタの被害は多くはないので需要がありません。つまり、学者として必要な論文が書けな

い、生活していく上での収入がないということです。本当に昆虫で食べていけるのかと。しか

し、ここからがすごいのです。自分の武器は勉強してきた昆虫のことしかないわけですから、

何とかものにしたい、しなければならない。バッタの被害が多いのは、大量発生するアフリカ

なので、そことつながればなんとかなる。資金を得て、アフリカに行って研究をする。そこで

初めて仕事になるのです。しかも、資金調達のためには関心をもってもらわなければならない。

そのためならどんなセルフプロモーションも厭わない。まさに、人間力の塊、日本の学校教育

が目指している資質・能力に溢れていました。 

さて、荒谷小学校では今年の夏も「夢自学」に取り組みます。「勉強は自分自身のもの、勉

強は夢の達成のためにやるもの」という基本的な考えに変わりはありません。学校で計画を立

てていきます。ご家庭では、適切なアドバイスなど、さらに一人一人に寄り添った学習の充実

にご協力いただければ幸いです。 

【自主学習の紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  



 個人面談ありがとうございました 
 ７月３日（木）・４日（金）・７日（月）に個

人面談を実施させていただきました。保護者の皆

様にはお忙しい中、ご来校いただきありがとうご

ざいました。 

 短い時間ではありましたが、新年度になってか

らの３か月間のお子さんの様子、成果やさらにが

んばるとよいところ等を共有できた、大変有意義

な時間となりました。保護者の皆様からいただい

たお話は、学校全体でも共有して、これからの学

校教育活動へ生かしていきたいと思います。 

 尚、大変短い時間でしたので、更に聞きたいこ

とや相談したいこと等もおありかと思います。何

かありましたら、遠慮なく学校へご連絡くださ

い。その際は、必ずしも担任でなくても構いませ

ん。誰に話していただいても、全体で共有して、

学校として対応していきますのでよろしくお願

いいたします。 

◇子供達や学校のことで、お気づきのことがございましたら、下記までご連絡ください。 

  天童市立荒谷小学校 

  ０２３－６５４－２３１０  ＦＡＸ：０２３－６５４－２２９８ 
（午前７時３０分～午後５時３０分までの連絡にご協力下さい） 

◇土曜日や日曜日、祝日等の緊急の連絡先：緊急連絡メール専用アドレス 

 araya-kinkyu@dewa.or.jp 
 （メールを送る際は、お子さんの「学年・氏名・連絡先」を入力して下さい） 

◇左のＱＲコードから本校のホームページがご覧になれます。 学校だよりもカラーでご覧い

ただけます。 

 

 

 

地域の方とのあいさつ運動 
「社会を明るくする運動 

 ～天童市保護司会、女性保護司会～」 

 令和７年７月７日（月）の七夕の日に、６名の

方が校門のところに立ってくださいました。登校

してくる荒谷小学校の児童一人一人に声をかけて

くださいました。週の初日と重なってとても暑い

日でしたので、いまいち元気のない子供達のよう

に感じましたが、地域の方と触れ合う中でエンジ

ンをスタートさせることができたようです。防犯

上、気軽に声をかけたりあいさつを交わしたりす

ることが難しいこの頃ですが、みんなが明るく生

活するための武器にもなる『あいさつ』を身に付

けてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋季運動会に向けて 
 夏休み前から運動会に向けた準備を始めます。運動会は学校の教育活動の中でも大きな行事であり、

ここで大きく成長する可能性があります。学校全体で力を合わせて進みます。しかし、前号でお伝えし

ましたように、来年度以降児童数が減少し、職員も少なることが予想されます。これまでのようにはで

きない覚悟も必要です。荒谷小の今後に繋がる運動会の在り方を検討していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

入賞おめでとうございます 

天童市スポーツ協会表彰 

奨励賞        ６年 武田  

第６５回天童市総合スポーツ大会柔道競技 

個人戦小学５・６年生の部 

第 1位        ６年 武田  

第３８回マルちゃん杯東北少年柔道大会 

小学生の部 準優勝  ６年 武田  

第７６回村山美術総合展 

山形県芸術文化協会賞  ６年 村岡 

天童市社会福祉協議会賞 ３年 山本 

入選          １年 小林 

            ２年 花輪     

            ２年 佐藤 

            ４年 村形 

            ５年 武田 

 

 

 

 

 

 

 


